
 

 

平 成 ２８年 １０月 ３１日  

もっと現場を知る！職員短期派遣研修報告書 

所属名 西部県民センター 氏名 上野 正紀 

派 遣 先  

団 体 名  
邑南町公民館連絡協議会 

①  研修の日時 

（ １ ） 歩 こ う 広 島 ま で  

  平 成 28年 7月 26日 (火 )18:00～ 20:0 0 事 前 研 修 及 び 説 明 会  

  平 成 28年 8月 4日 (木 )10:00～ 8月 5日 (金 )10:00 広 島 ま で の 歩 行 サ ポ ー ト  

（ ２ ） お お な ん サ マ ー ボ ラ ン テ ィ ア リ ー ダ ー 研 修  

  平 成 28年 7月 28日 (木 )8:30～ 16:00  三 瓶 登 山 現 地 事 前 調 査  

  平 成 28年 8月 16日 (火 ） 9:00～ 9月 17日 (水 )17:00 研 修 サ ポ ー ト  

 

②  研修の内容（できるだけ詳しく記載してください。） 

（１）歩こう広島まで 

「 歩 こ う 広 島 ま で 」 は 、 被 爆 後 に 広 島 か ら 邑 南 町 ま で 歩 い て 帰 っ た 方 に

思 い を 馳 せ 、 邑 南 町 出 羽 公 民 館 か ら 広 島 市 平 和 公 園 ま で 約 68ｋ ｍ を 約 20時

間 か け て 歩 く も の で 、 戦 争 の 悲 惨 さ と 平 和 の 大 切 さ を 学 ぶ こ と を 主 眼 と し

た 活 動 で あ る 。 今 年 は 実 施 29年 目 で あ り 、 78名の参加があった。 

■7月26日（事前研修会及び説明会） 

・戦争の悲惨さと平和の大切さを学ぶという取組の趣旨に沿った原爆被害者の映像を

参加者で視聴し、平和について考える機会を提供 

・行進当日に必要な準備等について、公民館主事から説明 

■8月4日～5日（広島へ向け行進） 

・8月4日は、出発式の受付から参加 

・出発式ではサポーターとして自己紹介及び地元で折られた千羽鶴を中学生に手渡し 

・12時からは、広島市平和公園までの行進に徒歩にて同行し、参加者の見守りを実施

（途中休憩含め約20時間強） 

 

（２）おおなんサマーボランティアリーダー研修 

「おおなんサマーボランティアリーダー研修」は、邑南町内の小学生高学年を対象

とした1泊2日の研修事業で、今年は、国立三瓶青少年交流の家を中心に活動を行った

。参加者は、邑南町内６校から２５名であった。 

■7月28日（登山ルート検討のため、下見登山） 

■8月16日～17日（研修当日） 

・8月16日は、阿須那公民館で受付し、開会式で自己紹介。その後、マイクロバスと

三江線を利用して三瓶山まで移動し、12:00に国立三瓶青少年交流の家に到着 

・午後からは、国立三瓶青少年交流の家職員による人間関係づくりプログラム（ゲー

ム）に児童と一緒に参加。夕方以降は、子供たちの薪による炊飯及びカレー作りを

サポート 

・8月17日は、三瓶山登山の隊列に入り、児童の見守り 



 

 

③  研 修 の 感 想  

（ 研 修 の 全 般 的 な 感 想 、各 団 体 で の 活 動 の 意 義 や 協 働 に 対 す る 感 想（ 研 修

前 後 に お け る 意 識 の 変 化 ） 等 に つ い て 記 入 し て く だ さ い 。 ）  

  

「 歩 こ う 広 島 ま で 」は 、車 18名 、歩 き 10名 の サ ポ ー ト 体 制 に よ り 実 施 さ れ

、 私 は 歩 き の サ ポ ー タ ー と し て 参 加 者 と と も に 広 島 ま で 歩 き ま し た 。  

歩 き サ ポ ー タ ー は 、 中 高 生 を 中 心 と し た 参 加 者 の 見 守 り が 主 な 役 割 で す

が 、 今 年 は 、 参 加 者 間 の 歩 行 ペ ー ス の 差 が あ ま り 大 き く な か っ た た め 、 比

較 的 サ ポ ー ト し や す い 状 況 で あ っ た よ う で す 。  

サ ポ ー タ ー 全 体 で は 、状 況 に 応 じ 必 要 な 対 応 が 図 れ る よ う 、SNSに よ り リ

ア ル タ イ ム で 情 報 が 共 有 さ れ ま す 。 ま た 、 車 サ ポ ー タ ー に お い て は 、 進 路

を 先 回 り し 、 進 路 間 違 い や 事 故 が お こ ら な い よ う な フ ォ ロ ー や 休 憩 所 で の

水 分 ・ 塩 分 の 提 供 、 テ ー ピ ン グ 対 応 、 休 憩 時 間 管 理 等 が 行 わ れ ま す 。 こ の

よ う な 運 営 方 法 の ほ か 、 歩 行 ル ー ト 、 休 憩 ポ イ ン ト 、 休 憩 時 間 等 も 含 め 、

活 動 全 般 に わ た っ て 、 長 年 の 経 験 の 蓄 積 が 活 か さ れ た も の に な っ て い る と

感 じ ま し た 。  

歩 行 そ の も の に つ い て は 、 自 分 と の 闘 い に な り 、 黙 々 と 歩 き 続 け る こ と

と な り ま す が 、 平 和 を 考 え る 機 会 に な る だ け で な く 、 長 距 離 を 歩 き 通 し た

参 加 者 の 自 信 や 達 成 感 に も つ な が り ま す し 、 子 供 た ち に と っ て は 地 域 の 大

人 た ち に 囲 ま れ て 友 達 と 歩 い た 良 い 思 い 出 に も な っ た と 思 い ま す 。  

「 お お な ん サ マ ー ボ ラ ン テ ィ ア リ ー ダ ー 研 修 」 は 、 夏 休 み 中 の 小 学 生 高

学 年 が 参 加 す る 企 画 で 、 私 は 支 援 ス タ ッ フ と し て 、 子 供 た ち の 見 守 り を 行

い ま し た 。  

普 段 は 違 う 学 校 に 通 う 子 供 た ち が 、 共 同 の 活 動 を 行 う こ と で 、 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン や 協 力 す る こ と の 大 切 さ を 学 習 す る 良 い 機 会 と な っ て い ま す 。  

  い ず れ の 企 画 も 、 暑 い 時 期 に 体 力 を 使 う 企 画 で あ り 、 参 加 者 の 安 全 や 健

康 の 確 保 が 重 要 と な り ま す が 、 そ の た め に も 、 事 前 の 細 部 に わ た る 現 地 確

認 や そ れ に 基 づ く 支 援 計 画 、 当 日 の ス タ ッ フ 間 の 連 絡 ・ 協 力 体 制 が 重 要 で

あ る こ と を 実 感 す る こ と が で き ま し た 。  

  ま た 、 私 自 身 、 こ れ ま で 社 会 教 育 の 現 場 に 携 わ る 経 験 が な か っ た こ と も

あ り ま す が 、 現 場 で 臨 機 応 変 に 対 応 を さ れ る 各 公 民 館 主 事 の 方 の 対 応 力 や

、 活 動 後 の 丁 寧 な 振 り 返 り に よ り 、 活 動 の 改 善 に つ な げ て い か れ る 姿 勢 に

も 非 常 に 感 銘 を 受 け ま し た 。  

  最 後 に な り ま し た が 、 こ の よ う に 不 慣 れ な 職 員 の 研 修 に も 関 わ ら ず 、 快

く 受 け 入 れ て い た だ き 、 ま た 、 非 常 に 丁 寧 に ご 指 導 ・ ご 対 応 い た だ き ま し

た 邑 南 町 公 民 館 連 絡 協 議 会 の 皆 様 に 心 よ り 感 謝 を 申 し 上 げ ま す 。  

 

④ その他特記事項  

（※今後の研修実施に当たっての改善点、留意しておくべきことなどがあれば記入してください。） 

 


